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本庁舎

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

平成29年度をもってISO14001の取り組みを終了し、平成30年度よ
り新たに独自規格の環境マネジメントシステムを稼働した。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

エネルギー使用量の削減・・・
電力→節電責任者による節電の徹底、庁舎等に高効率空調高効率照明の設置
都市ガス→室内温度の適正化の徹底
公用車燃料→エコドライブの周知
用紙類→裏紙利用の促進、四半期ごとに紙類使用量を各所属へ通知
水→節水コマ・音姫（トイレ）などを設置。中水の使用
廃棄物→各所属にてごみの排出時に計量し、可視化

認 証 番 号

庁内における、エネルギー使用量（電力・都市ガス・公用車燃料・用紙
類・水道・廃棄物）の削減・・・平成２３年度比５％減
グリーン購入の推進・・・グリーン商品購入率８０％
イベント等実施時の環境配慮・・・イベント環境配慮手順書に従って実
施
公共工事にかかる環境負荷の低減・・・建設残土・コンクリート・アス
ファルトのリサイクル率１００％　　　　など

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

導 入 年 月 日 　　　　　　　　　　　　　　　平成１４年　２月１５日　　　　　　　　　　　　　　　　 　

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称 ISO14001

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）
　宇治市　市長　山本　正

環境マネジメントシステム導入報告書

（ 宛 先 ） 京 都 府 知 事

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）
　宇治市宇治琵琶33

注　認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

「宇治市環境保全基本条例」「宇治市環境保全計画」をもとに、環境に配慮したま
ちづくりに努めます。市自らが事業者であり、消費者であるという立場から、「宇
治市地球温暖化対策実行計画」に基づき、市の事務・事業に係る温室効果ガス排出
の抑制に向た省エネ・省資源に取り組みます。環境に関連する法規制を順守しま
す。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

関連法規の順守状況について半年に１回確認を行っている。特に
重大な違反及び行政当局からの指摘はなかった。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

毎月、各取組の評価を各所属で行っており、取組内容が職員に定着して
いる。半年に１回、各所属の評価を集約している。

基 本 方 針

エネルギー使用量の削減・・・
電力→節電対策、設備更新
都市ガス→室内温度の適正化の徹底
公用車燃料→エコドライブの周知
用紙類→使用量減につなげる啓発
水→節水設備の設置
廃棄物→排出量削減のための啓発


